
9月議会 No.185
2019年10月30日

発行／静岡県駿東郡清水町議会

シリーズ　第１回

陸上競技1500ｍで活躍する
宮下りのさんに
インタビュー！
（P20）

平成30年度決算を認定 ……………
一般会計補正予算 …………………
特別職給料・議員報酬引き上げ ……
国・県へ意見書を提出 ………………
一般質問　８人が町政を問う ………
平成30年度政務活動費を公開します 
視察受け入れ報告 …………………
清水町のミライモンスター …………

平成30年度決算を認定 ……………
一般会計補正予算 …………………
特別職給料・議員報酬引き上げ ……
国・県へ意見書を提出 ………………
一般質問　８人が町政を問う ………
平成30年度政務活動費を公開します 
視察受け入れ報告 …………………
清水町のミライモンスター …………

2
7
8
9
10
18
19
20

議会�よりNo.185.indd   1 2019/10/23   11:43
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放課後児童教室など）を拡充
９月議会

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
２
日
か
ら
26
日
ま
で
の
25
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
決
算
の
認
定
や
町
特
別
職
（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
）
給

料
及
び
議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
、
図
書
館
の
書
架
の
入
札
な
ど
、
23
議
案
の

審
議
を
行
い
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産

に
か
か
わ
る
県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情
書
」

を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
２
件
も
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

一般会計　実質収支額
（翌年度に繰り越すべきお金を差し引いた収支）

２億９０３６万円の黒字
財政力指数 0.972（３ヶ年平均　県内市町で７番目に高い）

※財政力指数は「１」を超えるほど財政に余裕があります。

の主な事業
放課後児童教室整備 ( 西小など )こども医療費完全無料化

3843 万円1 億 5523 万円
　待機児童解消のため、西小で新築工事、
清水小で増設のための設計を行った。

　1 回 500 円としていた、小学生から高校生
までの通院医療費の自己負担額を無料とした。

歳出
107億2953万円

その他
　 議会費 １億 ８３２万円 １.０％
　 商工費 ３億４０５４万円 ３.２％
　 農林水産業費  ４１４９万円 ０.４％
　 労働費 ６３５万円 ０.1％
　 

その他
　 議会費 １億  ８３２万円 １.０％
　 商工費 ３億４０５４万円 ３.２％
　 農林水産業費  ４１４９万円 ０.４％
　 労働費 ６３５万円 ０.1％
　 

　　　民生費
　 ３４億２１２０万円
　　　　（３１.９％）

　　　民生費
　 ３４億２１２０万円
　　　　（３１.９％）

　　　民生費
　 ３４億２１２０万円
　　　　（３１.９％）

土木費
１４億５６７３万円

（１３.６％）

土木費
１４億５６７３万円

（１３.６％）

土木費
１４億５６７３万円

（１３.６％）

教育費
１６億２８０８万円

　（１５.２％）

教育費
１６億２８０８万円

　（１５.２％）

教育費
１６億２８０８万円

　（１５.２％）

 公債費
８億１２００万円

（７.５％）

 公債費
８億１２００万円

（７.５％）

 公債費
８億１２００万円

（７.５％）

　　消防費
６億７８８０万円
           （６.３％）

　　消防費
６億７８８０万円
           （６.３％）

　　消防費
６億７８８０万円
           （６.３％）

　　衛生費
８億２８３９万円
           （７.７％）

　　衛生費
８億２８３９万円
           （７.７％）

　　衛生費
８億２８３９万円
           （７.７％）

　　　　　　総務費
　　　 １４億７６３万円
　　　　　（１３.１％）

　　　　　　総務費
　　　 １４億７６３万円
　　　　　（１３.１％）

　　　　　　総務費
　　　 １４億７６３万円
　　　　　（１３.１％）
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子育て施策（こども医療費・
平成30年度決算を認定

平成 30 年度

	 110 億 2823万円	 107 億 2953万円	 賛成 10人反対 3人
	 281 万円	 281 万円	 全員賛成
	 31 億 8189万円	 31 億 4309万円	 賛成 11人反対 2人
	 23 億 1207万円	 22 億 2345万円	 賛成 11人反対 2人
	 3 億 9461万円	 3 億 8046万円	 賛成 11人反対 2人
	 15 億 2349万円	 14 億 1603万円	 全員賛成
	 74 億 1487万円	 71 億 6584万円
	 184 億 4310万円	 178 億 9537万円

土 地 取 得
国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療
公共下水道事業

計

一 般 会 計
会 計 名

各 会 計 の 決 算 の 状 況

合 計

歳　 入 歳   出 採決の結果

特
別
会
計

消防団ポンプ車更新 ( 第２分団 )地区公民館整備助成
（中徳倉区・久米田区）　　 2473 万円1 億円

　改正道路交通法に対応するため、2ト
ン車に更新。

　公民館の建て替えに伴い工事費の一部
を助成。　　　　

中徳倉区

久米田区

歳入

地方交付税
１億７１７４万円
　　（１.６％）

地方交付税
１億７１７４万円
　　（１.６％）

自主財源
７０億２４８０万円
    （６３.７％）

自主財源
７０億２４８０万円
    （６３.７％）

自主財源
７０億２４８０万円
    （６３.７％）

　   依存財源
４０億３４３万円
　（３６.３％）

　   依存財源
４０億３４３万円
　（３６.３％）

　   依存財源
４０億３４３万円
　（３６.３％） 町税

５６億５６８７万円
（５１.３％）

町税
５６億５６８７万円

（５１.３％）

町税
５６億５６８７万円

（５１.３％）

繰越金
３億１１２１万円 （2.8％）
繰越金
３億１１２１万円 （2.8％）
繰越金
３億１１２１万円 （2.8％）

 国・県支出金
１９億４７４万円
  （１７.２％）

 国・県支出金
１９億４７４万円
  （１７.２％）

 国・県支出金
１９億４７４万円
  （１７.２％）

 借入金
１０億９５５８万円
        （９.９％）

 借入金
１０億９５５８万円
        （９.９％）

 借入金
１０億９５５８万円
        （９.９％）

その他の依存財源
   ８億３１３７万円
　　    （７.６％）

その他の依存財源
   ８億３１３７万円
　　    （７.６％）

その他の依存財源
   ８億３１３７万円
　　    （７.６％）

分担金及び負担金など
３億８３０３万円（３.５％）
分担金及び負担金など
３億８３０３万円（３.５％）
分担金及び負担金など
３億８３０３万円（３.５％）

110億2823万円

　 繰入金
６億７３６９万円
   （６.１％）

　 繰入金
６億７３６９万円
   （６.１％）

　 繰入金
６億７３６９万円
   （６.１％）
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ように使われたかように使われたか
審議しました

一般会計決算

A

A

A

A

A
A

A

A

A

　町民税の控除額として、
約 2460 万円。

　幼稚園と保育所の人事異
動で、保育所を増強した分、
正規職員が増えている。臨
時職員は人材不足で、募集
してもなかなか集まらない。

　交付手数料 1100 円とバ
ス・タクシー券 4000 円を
助成しているが、新たな特
典の追加ができるよう検討
したい。

　行政のサービスを使って
地域経済の循環を作ろうと
いう趣旨なので、利用ポイ
ントが増えるような仕掛け
を考えていきたい。

　観光協会は生業を持った
方が傍らで活動をされてい
たが、近隣との広域化、高
度化が必要となり、役場で
日常的に関与するほうが能
動的であると判断し、いっ
たん解散することになった。
当面は、役場と「わくら柿田
川」で観光業務を分担して
進めていくよう考えている。

　働き盛りの年代は、職場
で検診を受ける機会がある
と推察する。今後は、対象
に応じた周知の方法を考え
る。
　後期高齢者の健診は、医
師会によって検査項目や費
用面が違うことから調整が必
要である。

　南小については、社会福祉
協議会が運営できないという
ことで、民間事業者にプロ
ポーザル（企画提案）方式で
競争して金額を設定したため。

　端末使用料は広告料とし
て考えていただいている。

　町民にも観光客にも来て
いただく。学校の教材とし
ての活用とのバランスをと
りながら考えていきたい。

Q

Q

Q

Q

Q Q

Q

Q

Q

　ふるさと納税での寄付金
額は約 250 万円だが、他
の市町へふるさと納税とし
て出て行った金額は。

　保育士は正規職員が増え
て、臨時職員が減ったと考
えられるが。

　高齢者が運転免許を返納
した場合の特典が、他市町
より見劣りするが、町の見
解は。

　ポイントの利用状況が目
標にほど遠く、加盟店も増
えていない。見解は。

　観光協会に補助金を支出
しているが、解散すると聞
いた。経緯は。

　がん検診の受診率は横ば
い状態。後期高齢者の健診
も同様だが、沼津医師会管
内以外でも受診できるよう
にすべきでは。

　社会福祉協議会に委託し
ている清水小と西小より、
企業に委託している南小の
委託料が高い理由は。

　端末処理機の使用料もか
かる中で、加盟店のメリッ
トは。

　教材園の工事をしている
が、一般開放の対象は町民
なのか、観光客なのか。

ふるさと納税

保　育　所

免許返納制度放課後児童教室

ゆうすいポイント

観光協会 検　診

教材園
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まちのお金がどのまちのお金がどの
本会議と委員会で

A

A

A

A

A
　藻が繁茂しやすい水質の
ため、藻の定着を抑え、維
持管理費の節減を図ること
を目的に砂を投入した。

　29 年度の途中で契約を
更新し、30 年度は通年と
なったことから増額となっ
ている。最低賃金も上がっ
ているので、人件費の影響
もある。

　停電時でも親局の役場
は自家発電により 72 時
間は使用可能である。

　30 年度から、臨時職
員の司書を各小学校に１
人ずつ配置したことが要
因の一つと考えている。

　値上げで利用人数が減っ
たとは考えていない。28
年度は福祉センターが工事
中だったために利用者が多
かったと思われる。

Q

Q

Q

Q

Q 　親水池に砂を入れた理由
は。

　南中の調理委託費が上
がった理由は。

　防災無線をデジタル化
することで、停電時に使
えないというようなこと
はないか。

　各小学校とも図書の貸
し出しが増加しているが、
要因は。

　利用回数、人数とも減少
している。平成 27 年に使
用料が値上げされた影響が
あるのでは。

丸池公園

学校給食

防災無線

学校図書

地域交流センター

反対
です

賛成
です

討　論 賛成１０人　反対３人

　平成 30 年度決算は、過去最大規模の金
額となっている。

　マイナンバーカードの普及、利用が低
いのは、個人情報が漏れる危険が大きく、

　こども医療費助成制度の拡充、清水小給食棟の改
築、西小の放課後児童教室の増築、学校のエアコン
設置の着手等、子育て施策の充実に力を入れてきた。
　ゆうすいポイントの加盟店舗が増えていないのは
事実だが、加盟店にとっては新規の客が増えるなど、
数字に表せないメリットもある。
　財政調整基金が減り、町債残高が増えているが、
今後も安定的な財源確保と積極的な事業展開を期待
する。
　　　　　　　　　　　　　　　 （桐原　直紀議員）

利便性が低い点にある。多大な税金が投入されたが、
町民の１割しか使っていない。
　南小の学童保育は民間企業に委託しているが、委
託料が高額なのに質が良くなっていない。
　保育所は待機児童が増えているのに、保育士が
減っている。正規職を増やすべき。
　ゆうすいポイントは、利用が少なく、店舗にもメ
リットが少ない。
　教材園を観光資源として活かすには、一貫した方
針にもとづいた予算立てが必要だ。
　　　　　　　　　　　　　  　（吉川　清里議員）
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国民健康保険

介護保険

特別会計決算特別会計決算

A

A A

A

A　有効期限の短い短期保険
証は、過年度分の保険税を
滞納している方に発行して
いる。

　地域包括ケアシステムを積
極的に活用し、介護予防に
よって高齢者が介護状態にな
らないよう、また、要介護に
なったとしても、悪化を防ぐ
ことにより給付費を抑え、介
護保険事業の健全化に努める
べきと考える。

　介護予防・日常支援総合
事業、地域介護予防活動支
援事業、包括的支援事業の
ほか、30 年度は新規事業
のひとつとして、介護予防
のための地域ケア個別会議
等を行っている。

　全申請 989 件のうち、
131 件である。

　平成 30 年度現年課税分は、
課税世帯が 4190 世帯あり、そ
のうちの 598 世帯が滞納世帯
である。

Q

Q Q Q

Q　短期保険証の交付状況を
見ると、上半期は 335 件、
下半期は 480 件発行して
いる。短期保険証と滞納者
との関係は。

　被保険者に対する要支援・
要介護者の割合は、30 年度
で 14. ８パーセント、その前
年は14.２パーセントと、年々
増加している。要支援・要介
護者が増加している現状をど
のように考えるか。

　健康診断や後期高齢者の
受診率、特定審査の受診率
を分析したが、健診率は上
がっていない。介護予防の
取り組みが不十分だと思わ
れるが。

　30 年度の介護認定区
分変更の申請件数は。

　現年度分の収納率について
は、ここ数年 90 パーセント
を切る状況が続いているが、
何世帯が滞納しているのか。

反対
です

賛成
です

討　論 賛成１１人　反対２人

賛成 11 人　反対２人

　歳入は一定の保険税を確保し、県等の
規定に基づき交付金等を適正に処理する

　清水町は、資格証明書の発行世帯、つ
まり保険証を発行されていない世帯が 45

とともに、歳出も特定財源を適正に処理し、増加す
る医療給付費を抑制するため、特定健康診査・特定
保健指導を実施し、町民の健康づくり事業に取り組
むなど、国保財政の健全な運営に努力されたものと
考える。
　今後もさらなる収納率の向上を図り、データヘル
ス計画に基づく医療費の適正化と健康づくり事業の
推進に努め、より一層の効果的な財政運営がなされ
ることを期待する。　　　　　　（山本　文博議員）

世帯である。
　滋賀県野洲市では資格証明書は１枚も発行しな
い。野洲市では 2016 年に「くらし支えあい条例」
というものをつくり、その条例の中で、市の重要な
役割は生活の困りごとを解決し、生活再建に向けた
支援を行うこと、このように明記している。
　国保の滞納者は、生活再建に力を入れる。
　町は、野洲市のような目線と対応で解決していく
べきだ。　　　　　　　　　　　（森野　善広議員）
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反対
です

賛成
です

討　論 賛成１１人　反対２人

　玉川卸団地線周辺まちづくりに関する
支援業務などが盛り込まれている。

　10 月からの消費税増税を前提として保
育料が無償化をされるが、その一方で、

　また、消費税率引き上げに伴い、本年 10 月１日
から実施される幼児教育・保育の無償化に係る事務
費や扶助費などの関連予算が計上されている。
　子育て世代の保護者にとっては経済的負担の軽減
が図られるなど、有益な制度であり、元気な子ども
の声が聞こえる町の実現に向けて、国の制度改正へ
の速やかな対応を図った予算であると評価できる。

（飯田　安雄議員）

従来は保育料に含まれていた給食費が実費徴収とな
り、町立保育所では、町独自制度で保育料無償だっ
た世帯に、新たに給食費 5500 円の負担がかかって
くる。
　保育・幼児教育無償化と言いながら、こうした負
担を現場にも、そして保護者にも押しつけてくる国
のやり方が矛盾を引き起こしているが、その国の施
策に対し、町民、保護者には負担を押しつけない町
の姿勢が必要である。　　　　　（吉川　清里議員）

　
　
玉
川
卸
団
地
線
周
辺
ま

ち
づ
く
り
説
明
会
支
援
業
務

等
の
業
務
内
容
は
。

　
　

地
権
者
説
明
会
と
地
権

者
の
意
見
集
約
な
ど
に
関
す

る
支
援
業
務
が
２
３
０
万
円

余
、
残
り
１
２
０
万
円
余
は
、

公
安
委
員
会
や
道
路
管
理
者

と
の
交
差
点
協
議
に
必
要
と

な
る
予
備
設
計
業
務
と
な
る
。

　
　
指
名
業
者
は
何
社
か
。

ま
た
、
入
札
の
請
負
率
は
何

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
か
。

　
　

入
札
は
４
社
が
参
加
し
、

請
負
率
は
90
・
23
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。

　
　
一
般
競
争
入
札
で
は
な

く
、
指
名
競
争
入
札
と
し
た

理
由
は
。

　
　

工
事
の
一
般
競
争
入
札

に
つ
い
て
は
、
５
０
０
０
万

円
以
上
が
対
象
と
な
る
が
、

物
品
に
関
し
て
は
そ
の
規
定

が
な
い
。
町
内
あ
る
い
は
近

隣
事
業
者
を
指
名
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
考
え
、
指
名

競
争
入
札
と
し
た
。

都
市
計
画
総
務
費

　

玉
川
卸
団
地
線
周
辺
ま
ち

づ
く
り
説
明
会
支
援
業
務
等

　

３
４
５
万
３
０
０
０
円

清
水
町
複
合
施
設
図
書
館
の

閉
架
書
架
購
入
契
約

　

２
１
６
４
万
８
０
０
０
円

保
育
所
費　

　

管
理
備
品
購
入
費

　

28
万
５
０
０
０
円

幼
稚
園
総
務
費　

　

管
理
備
品
購
入
費

　

39
万
９
０
０
０
円

　

給
食
費
管
理
の
た
め
の
耐

火
金
庫
や
硬
貨
枚
数
計
算
機

の
購
入
費

問

問

問問

問

答

答

答答

答

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

内
容
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

検
討
会
と
い
う
こ
と
で
、

地
権
者
有
志
で
よ
り
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
同

時
並
行
で
行
う
。
そ
の
検
討

結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

地
権
者
２
０
０
名
に
よ
る
説

明
会
を
、
中
間
と
年
度
末
の

２
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
れ
を
も
っ
て
意
見
集
約
を

し
、
設
立
準
備
組
合
の
移
行

に
つ
な
が
る
よ
う
３
分
の
２

を
上
回
る
仮
同
意
を
得
た
い

と
考
え
る
。

　
　
保
育
所
の
給
食
費
は
、

振
り
込
み
か
引
き
落
と
し
で

は
な
い
の
か
。

　
　

引
き
落
と
し
や
振
り
込

み
は
、
手
数
料
が
か
か
っ
て

く
る
問
題
が
あ
る
た
め
検
討

は
し
て
い
る
が
、
当
面
の
間

は
現
金
徴
収
の
予
定
で
あ
る
。

補 

正 

予 

算

一般
会計

契
約
締
結

全
員
賛
成

地権者を対象とした説明会の様子
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特
別
職
報
酬
等
審
議
会

は
何
回
開
催
さ
れ
、
委
員
か

ら
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出

た
の
か
。

　
　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
開
催
は
、
本
年
の
１
月
と

７
月
に
２
回
開
催
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
な
ぜ
こ
の
22
年

間
開
か
れ
な
か
っ
た
の
か
と

い
う
相
当
厳
し
い
意
見
が

あ
っ
た
。
近
隣
市
町
と
比
較

し
た
中
で
、
20
数
年
引
き
上

げ
て
い
な
い
た
め
、
報
酬
等

の
引
き
上
げ
は
妥
当
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
大
半

だ
っ
た
。

　
　
保
育
所
は
厚
生
労
働
省

が
管
轄
し
、
児
童
福
祉
施
設

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

幼
稚
園
は
文
部
科
学
省
が
管

轄
し
、
教
育
施
設
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
『
教
育
』
と
い

う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
が
そ

の
意
味
は
。

　
　

今
回
の
無
償
化
制
度
に

当
た
り
、
国
は
、
生
涯
に
わ

た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

う
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障

問

問

答

答

　
　
平
成
８
年
４
月
以
来
の

改
定
だ
が
、
22
年
間
議
論
し

て
こ
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　

最
後
に
引
き
上
げ
た
８

年
以
降
、
審
議
す
る
機
会
を

設
け
る
べ
き
だ
っ
た
が
、
経

済
状
況
等
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊

や
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が

あ
り
、
な
か
な
か
引
き
上
げ

に
踏
み
出
せ
な
い
状
況
が
あ

り
、
審
議
会
を
開
催
で
き
な

か
っ
た
。

◆
審
議
会
委
員
10
人

農
業
委
員
会
長
、
商
工
会
長
、

区
長
会
長
、
女
性
連
絡
会
長
、

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
、

行
政
改
革
推
進
委
員
長
、
南

駿
農
業
協
同
組
合
常
務
理

事
、
静
岡
銀
行
清
水
町
支
店

長
、
東
海
税
理
士
会
沼
津
支

部
、
元
清
水
町
議
会
議
員

問答

　

町
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、

約
22
年
ぶ
り
に
召
集
さ
れ
た

「
清
水
町
特
別
職
報
酬
等
審

議
会
」
で
は
、
町
長
ほ
か
特

別
職
の
給
料
及
び
議
員
報
酬

に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
を
行

な
っ
た
結
果
、
近
隣
市
町
と

の
均
衡
や
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
正

な
額
に
改
定
す
べ
き
と
の
答

申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
適
正
な
額

へ
の
引
き
上
げ
を
令
和
２
年

４
月
１
日
か
ら
行
い
た
い
旨
、

町
長
か
ら
議
案
の
提
出
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。

特別職給料・議員報酬引き上げ
条 改例 正

賛
成
12
人　

反
対
１
人

区分

単位 : 円特別職給料及び議員報酬（月額）

町長

副町長

教育長

議長

副議長

常任委員長

議員

改正後

780,000

630,000

590,000

330,000

280,000

270,000

260,000

現行 差額 長泉町 小山町

770,000

620,000

570,000

310,000

265,000

255,000

245,000

10,000

10,000

20,000

20,000

15,000

15,000

15,000

800,000

640,000

590,000

330,000

280,000

270,000

260,000

760,000

620,000

590,000

320,000

280,000

270,000

260,000

　

10
月
１
日
施
行
の
「
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に

伴
い
、
条
例
で
引
用
す
る
用

語
等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
所
条
例

す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て

い
る
。
幼
児
期
、
特
に
３
歳

か
ら
５
歳
児
ま
で
の
教
育
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
か

ら
、
教
育
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
。

　
　
保
育
所
は
、
こ
れ
か
ら

は
教
育
も
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
認
定
こ
ど
も
園
も
同

様
の
考
え
で
い
い
の
か
。

　
　

認
定
こ
ど
も
園
も
、
３

歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
幼
児

に
対
し
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
幼
稚
園
、
保
育
所

と
同
様
と
考
え
て
い
る
。

問答

全
員
賛
成
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臨
時
職
員
２
０
０
人
程

度
の
う
ち
、
１
５
６
人
が
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す

る
と
い
う
が
、
移
行
し
な
い

50
人
程
度
の
職
員
は
ど
の
よ

う
な
職
種
な
の
か
。

　
　

移
行
し
な
い
職
員
の
職

種
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

雇
用
形
態
に
よ
っ
て
会
計
年

度
任
用
職
員
に
な
ら
な
い
臨

時
職
員
が
い
る
。

　
　
こ
の
条
例
制
定
は
、
国

が
言
う
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
い
う
考
え
方
を
基
に
し
た

も
の
な
の
か
。

　
　

同
一
労
働
同
一
賃
金
と

い
う
考
え
が
基
本
的
な
ベ
ー

ス
と
し
て
あ
る
。
た
だ
、
今

回
の
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
改
正
は
、
こ
れ

ま
で
臨
時
職
員
雇
用
の
運
用

が
か
な
り
曖
昧
で
あ
っ
た
も

の
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
と

い
う
国
の
方
針
で
、
非
正
規

職
員
の
働
き
方
改
革
と
考
え

る
。

　
　
代
表
的
な
事
務
補
助
職

員
と
し
て
の
臨
時
職
員
の
給

与
月
額
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
。

　
　

現
在
、
事
務
補
助
の
臨

時
職
員
は
７
時
間
45
分
の
勤

務
で
、
月
額
で
約
16
万
３
０

０
０
円
で
あ
る
。
移
行
後
は

７
時
間
勤
務
で
、
約
14
万
円

に
な
り
若
干
減
少
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
期
末
手
当
が
２･

６

カ
月
分
支
給
さ
れ
る
の
で
、

年
収
で
比
較
す
る
と
、
約
１

８
８
万
円
か
ら
１
９
８
万
円

と
な
り
、
10
万
円
ほ
ど
の
増

額
に
な
る
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
、
一
般

職
の
非
常
勤
職
員
の
任
用
及

び
服
務
規
律
等
を
明
確
化
し

た
会
計
年
度
任
用
職
員
が
創

設
さ
れ
、
臨
時
的
任
用
職
員

の
任
用
要
件
が
厳
格
化
さ
れ

ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員

国
・
県
へ
意
見
書
を
提
出

国
・
県
へ
意
見
書
を
提
出

地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
か
か
わ
る

県
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

全
員
賛
成

意
見
書
（
抜
粋
）

意
見
書
（
抜
粋
）

条
例
制
定

問

問

問 答

答

答

　

東
海
地
震
に
よ
る
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
地
震
対
策
緊
急
整
備
事

業
計
画
の
充
実
と
期
間
の
延
長
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
対
策

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
計

画
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に

お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
を
延
長
す
る
よ
う
に
強
く
要

望
す
る
。

　

国
会
で
の
種
子
法
廃
止
法
案
の
可
決
に
当
た
っ
て
は
、

種
子
法
が
主
要
農
作
物
の
国
内
自
給
及
び
食
料
安
全
保
障

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
、
優
良
な
種
子

の
流
通
確
保
や
、
引
き
続
き
都
道
府
県
が
種
子
生
産
等
に

取
り
組
む
た
め
の
財
源
措
置
の
ほ
か
、
特
定
企
業
に
よ
る

種
子
の
独
占
防
止
な
ど
に
つ
い
て
、
万
全
を
期
す
こ
と
を

求
め
る
附
帯
決
議
が
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
静
岡
県
に
お
い
て
は
、
今
後
も
現
行
の
種
子

生
産
・
普
及
体
制
を
生
か
し
、
本
県
農
業
の
主
要
農
作
物

全
員
賛
成

賛
成
12
人 

反
対
１
人

の
優
良
な
種
子
の
安
定

供
給
や
品
質
確
保
の
取

り
組
み
を
後
退
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
農
業
者
や

消
費
者
の
不
安
を
払
拭

す
る
た
め
に
、
主
要
農

作
物
の
種
子
生
産
に
か

か
わ
る
条
例
を
制
定
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
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「
暮
ら
し
満
足
度
、
日

本
一
」
を
継
承
す
る
と
し
て

い
る
新
町
政
な
の
で
、
地
域

の
中
で
１
番
を
目
指
す
の
は

当
然
で
あ
る
。
子
供
の
貧
困

が
問
題
に
な
っ
て
、
町
内
で

も
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
義

務
教
育
の
無
償
化
の
中
で
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
教
育

の
権
利
を
失
わ
せ
な
い
取
り

組
み
と
し
て
就
学
援
助
制
度

が
あ
る
。
清
水
町
で
の
生
活

費
用
は
家
賃
な
ど
も
含
め
て

近
隣
の
中
で
も
高
い
ほ
う
だ
。

当
然
就
学
援
助
の
基
準
、
内

容
は
高
く
て
い
い
と
思
う
。

制
度
を
利
用
で
き
る
収
入
基

準
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

本
町

の
就
学
援
助
制
度
で
、
要
保

護
者
に
準
ず
る
、
準
要
保
護

者
の
収
入
基
準
は
、
生
活
保

護
基
準
額
の
１
・
３
倍
以
内

と
し
て
い
る
。

　
準
要
保
護
者
の
認
定
に
は

住
民
税
等
の
課
税
状
況
や
国

保
税
の
減
免
の
有
無
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
基
準
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
認
定
基
準
に
お
け

る
世
帯
収
入
額
と
の
整
合
性

な
ど
を
と
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
収
入
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
新
た
な
財
政
負
担
が
生

じ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
後
の
経
済
状
況
を
考
慮
し

た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
就
学
援
助
の
対
象
は
数

年
前
に
拡
大
さ
れ
て
部
活
動

費
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
も

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
清
水

町
で
も
就
学
援
助
の
対
象
を

広
げ
る
べ
き
だ
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

要
保

護
児
童
生
徒
の
場
合
、
修
学

旅
行
費
の
み
支
給
対
象
と
し
、

そ
の
ほ
か
の
経
費
は
生
活
保

護
費
か
ら
支
給
。

　
準
要
保
護
児
童
生
徒
へ
は
、

国
の
基
準
に
基
づ
い
て
町
が

独
自
に
実
施
し
て
い
る
。
部

活
動
費
は
、
町
で
部
活
動
事

業
費
補
助
金
を
学
校
に
対
し

交
付
し
て
い
る
こ
と
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
は
、
規
約
等
で
減
免

措
置
を
定
め
て
い
る
場
合
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
準
要
保
護
児
童
生
徒

へ
の
支
給
対
象
と
は
し
て
い

な
い
が
他
団
体
の
状
況
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
く
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
に
抗
議
を

必
要
に
応
じ
て
行
う

答
問

　
　
オ
ス
プ
レ
イ
の
清
水
町

上
空
で
の
飛
行
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
私
が
目
撃
し
た
事

例
で
は
、
伏
見
の
上
空
を
南

か
ら
北
へ
ヘ
リ
モ
ー
ド
で
低

空
飛
行
し
て
い
た
。
写
真
で

確
認
し
て
お
そ
ら
く
２
０
０

メ
ー
ト
ル
前
後
の
高
さ
だ
。

住
宅
密
集
地
の
真
上
を
、
低

空
飛
行
し
て
い
い
の
か
。

　
航
空
法
で
は
市
街
地
は
３

０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
を
飛
ば

な
い
と
い
け
な
い
。
住
民
の

安
全
を
守
る
た
め
に
、
住
宅

密
集
地
で
の
低
空
飛
行
に
抗

議
を
す
べ
き
だ
。

　
  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

危

険
な
飛
行
が
目
立
つ
場
合
、

日
米
合
同
委
員
会
合
意
等
を

遵
守
す
る
よ
う
県
を
通
じ
国

に
申
し
入
れ
る
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
行
う
。

森野 善広

問

問答

8人が町政を問う8人が町政を問う8人が町政を問う8人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

問

答

答

質問者の動画
が見られます

清水町上空を飛行するオスプレイ
（森野議員撮影）

就
学
援
助
制
度
の
改
善
を
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斜め横断が常態化している
サントムーン前交差点

学
童
保
育 

保
育
所
の
要
望
実
現
を

可
能
な
限
り
検
討

答
問

　

  

今
夏
、
学
童
保
育
と
保

育
所
の
保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。
保
護
者
か

ら
は
、
土
曜
日
と
長
期
休
み

の
現
在
の
開
所
時
間
８
時
を

早
め
て
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
多
か
っ
た
。

　
開
所
時
間
を
早
め
る
た
め

に
は
、
支
援
員
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
。
国
の
補
助
金
の

活
用
等
で
、
時
給
を
上
げ
る

な
ど
支
援
員
の
待
遇
改
善
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

支

援
員
の
賃
金
は
町
が
支
払
う

範
囲
内
で
事
業
者
が
決
定
し

て
い
る
。
単
価
は
近
隣
市
町

等
の
金
額
を
参
考
に
設
定
し
、

待
遇
面
で
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。

　

  

10
月
か
ら
の
保
育
無
償

化
に
伴
っ
て
、
給
食
費
が
実

費
徴
収
と
な
る
が
、
金
額
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

立
保
育
所
、
し
い
の
木
保
育

園
、
す
こ
や
か
保
育
園
は
合

計
５
５
０
０
円
。
恵
明
キ
ッ

ズ
ロ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
は
合
計

５
８
０
０
円
。

　

  
給
食
費
の
実
費
徴
収
で

負
担
増
と
な
る
人
数
と
世
帯

数
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 
給

食
費
が
前
月
よ
り
増
加
す
る

人
数
は
77
人
、
73
世
帯
。

　

  

町
は
独
自
で
保
育
料
の

軽
減
・
無
償
化
を
行
っ
て
き

た
が
、
そ
れ
に
要
し
た
費
用

の
額
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

昨

年
度
、
第
２
子
、
第
３
子
合

わ
せ
て
約
２
１
３
６
万
円
。

　

  

浮
い
た
費
用
で
、
給
食

費
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

町

独
自
の
多
子
世
帯
軽
減
分
は

今
後
、
不
要
に
な
る
が
、
保

育
料
収
入
が
な
く
な
る
中
、

幼
児
教
育
、
保
育
無
償
化
費

用
は
相
当
の
負
担
が
見
込
ま

れ
る
。
財
源
の
見
通
し
が
な

い
中
で
、
助
成
は
困
難
。

問答

吉川 清里
問問 問答 答答

答

問 問

問

答 答

答答

問

質問者の動画
が見られます

保
育
所
の
給
食
費
に
補
助
を

サ
ン
ト
ム
ー
ン
増
床
の
影
響
は

　

  

来
年
春
の
増
床
オ
ー
プ

ン
で
当
町
へ
の
影
響
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

小
売

販
売
額
の
増
加
、
新
た
な
雇

用
の
創
出
で
活
気
あ
る
街
づ

く
り
に
寄
与
す
る
。

　

  （
建
設
課
長
） 

柿
田
川
公

園
か
ら
丸
池
ま
で
の
改
修
の

結
果
、
交
通
環
境
が
向
上
す

る
。

　

  

通
学
路
が
駐
車
場
に
面

し
て
い
る
。
交
通
整
理
員
の

配
置
を
要
望
す
る
考
え
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

利
用
実
態

に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
て

要
望
し
て
い
く
。

　

  

現
在
歩
車
分
離
式
の
交

差
点
を
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
方
式

に
で
き
な
い
か
。

　

  （
建
設
課
長
） 

警
察
に
要

望
し
、
検
討
し
て
い
く
と
回

答
を
得
て
い
る
。
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広
域
避
難
所
施
設
の
改
修
は

清
水
小
学
校
体
育
館
の
み
必
要

答
問

　
　
国
の
防
災
基
本
計
画
の

修
正
に
よ
り
「
地
震
臨
時
情

報
」
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に

発
表
さ
れ
る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

大

規
模
地
震
発
生
の
可
能
性
が

平
常
時
と
比
べ
て
相
対
的
に

高
ま
っ
た
場
合
な
ど
に
気
象

庁
が
発
表
す
る
。

　
　
発
表
さ
れ
た
場
合
、
住

民
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
べ
き
と
町
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

日

常
生
活
を
行
い
つ
つ
、
一
定

期
間
、
で
き
る
だ
け
安
全
な

行
動
を
求
め
る
。

　
　
当
町
は
津
波
浸
水
想
定

地
域
は
な
い
が
、
土
砂
災
害

警
戒
指
定
区
域
へ
の
対
応
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

自

主
避
難
等
、
要
望
が
あ
る
場

合
は
、
区
や
自
主
防
災
会
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。

　
　
静
岡
県
版
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
今
年
度
中
に
策
定
予

定
だ
が
、
当
町
で
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

県

を
参
考
に
、
近
隣
市
町
と
情

報
交
換
を
行
い
策
定
す
る
。

　
　
人
口
密
集
地
の
当
町
で
、

巨
大
地
震
発
生
時
の
大
規
模

火
災
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

　
  （

く
ら
し
安
全
課
長
） 

ま

ず
、
駿
東
伊
豆
広
域
消
防
、

町
の
消
防
団
、
次
に
自
主
防

災
会
に
よ
る
消
火
活
動
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
建
物
の
耐
震
化
・
通
電

火
災
へ
の
対
策
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

対

策
は
、「
ド
ア
や
窓
を
あ
け

る
」、「
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め

る
」、「
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と

す
」
こ
と
を
徹
底
訓
練
。

　
　
防
災
訓
練
の
マ
ン
ネ
リ

化
に
つ
い
て
、
見
直
し
は
。　
　
　

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

的

確
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

繰
り
返
し
の
訓
練
は
必
要
。

参
加
者
を
増
や
す
見
直
し
は

検
討
し
て
い
る
。

　
　
三
島
市
で
の
訓
練
な
ど

参
考
に
、
独
自
の
訓
練
方
法

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

引

き
続
き
、
清
水
町
に
合
っ
た

独
自
の
訓
練
内
容
を
模
索
し

て
い
く
。

　
　
昼
間
の
火
災
な
ど
に
は

中
高
生
の
役
割
が
重
要
で
、

地
域
の
「
共
助
」
に
繋
が
る

と
思
う
が
、
そ
の
点
は
ど
う

か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

そ

の
通
り
で
、
町
は
学
校
を
通

じ
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
広
域
避
難
所
施
設
（
小

中
学
校
の
体
育
館
等
）
の
改

修
工
事
が
最
優
先
と
考
え
る

が
、
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

現
在
、
清
水
小

学
校
体
育
館
以
外
の
改
修
の

必
要
性
は
な
し
。
今
後
も
学

校
施
設
は
、
適
正
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
最
近
の
集
中
豪
雨
な
ど

水
害
に
対
す
る「
防
災
教
育
」

が
必
要
だ
と
思
う
。
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

現

在
、
防
災
、
河
川
環
境
教
育

の
授
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。

飯田 安雄

マンネリ化しない防災訓練を

質問者の動画
が見られます

問

問問 問 答答答

問問 答答答

答

答問 問

問問 問 答答答
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答 人
口
減
少
に
向
け
た
行
政
運
営
は

若
手
職
員
を
含
め
た
人
材
育
成
に
努
め
る

問
　
　
施
政
方
針
で
述
べ
ら
れ

た「
成
果
志
向
の
行
政
運
営
」

と
は
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

町
民

が
事
業
の
成
果
を
皮
膚
感
覚

で
わ
か
る
よ
う
に
、
わ
か
り

や
す
い
目
標
を
設
定
し
、
そ

の
成
果
を
追
求
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

　
　
目
的
志
向
型
の
組
織
編

成
と
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

職
員
全
体

が
町
民
の
視
点
に
立
ち
、
地

域
に
生
き
る
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
つ
と
と
も
に
、
課

題
解
決
に
向
け
た
目
標
や
成

果
を
常
に
意
識
し
最
大
の
効

果
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
同

じ
価
値
観
を
持
っ
て
事
業
に

取
り
組
む
組
織
編
成
で
あ
る
。

　
　
健
全
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
に
は
健
康
で
元
気
な

職
員
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考

え
る
が
職
員
の
健
康
診
断
の

結
果
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

職
員
２
１

３
人
の
う
ち
１
６
５
人
が
受

診
、
異
常
な
し
が
28
人
、
経

過
観
察
が
67
人
、
再
検
査
が

２
人
、
精
密
検
査
が
５
人
、

要
受
診
が
41
人
、
要
治
療
継

続
が
22
人
。
ま
た
、
未
受
診

者
は
48
人
で
あ
る
が
、
昨
年

度
か
ら
導
入
し
た
人
間
ド
ッ

ク
助
成
制
度
を
活
用
し
て
の

受
診
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
　
町
で
は
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
が
そ

の
後
の
対
応
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
で
職
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
の
未
然
防
止
、

職
場
復
帰
支
援
な
ど
、
よ
り

一
層
の
サ
ポ
ー
ト
環
境
を
整

え
て
い
る
。

　
　
職
員
が
健
康
か
つ
元
気

で
あ
る
こ
と
が
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
よ
り
、
様
々
な
要
望
や
苦

情
等
の
対
応
で
、
職
員
の
ス

ト
レ
ス
負
荷
が
強
く
な
っ
て

い
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
専
門
的
部
署
、
相
談

室
の
配
置
な
ど
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

多
く
の
問

合
せ
や
苦
情
等
へ
の
対
応
に

よ
り
、
本
来
業
務
の
時
間
を

取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

か
ら
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
い
る
職
員
が
存
在
す
る

が
、
専
門
部
署
を
配
置
し
て

の
対
応
と
な
る
と
、
人
員
確

保
や
専
門
教
育
な
ど
課
題
が

多
く
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題

は
今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
く

も
の
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
人
口
減
少
が
想
定
さ
れ

る
20
年
後
に
向
け
て
ど
う

い
っ
た
行
政
運
営
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

人
口
減
少
に
伴

い
自
治
体
の
あ
り
方
を
変
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は

行
政
を
取
り
巻
く
様
々
な
課

題
に
対
応
し
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
更
な
る
向
上
を
図

桐原 直紀
問問

活気あるまちづくりは活気ある
町役場から

る
た
め
、
職
員
の
意
識
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
、
役
場

組
織
が
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
若
手
職
員
を

含
め
た
人
材
育
成
に
努
め
て

い
く
。

質問者の動画
が見られます

問問

答答

問

問答

答答

答
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子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全
を
ど
う
守
る
か

活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く

答
問

　
　
小
学
校
の
防
犯
教
育
の

実
態
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 
新
一

年
生
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈

呈
を
は
じ
め
、
警
察
署
と
連

携
し
防
犯
・
交
通
等
の
安
全

教
室
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
の

協
力
を
得
て
体
験
型
防
犯
教

室
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
見
守
り
活
動
の
現
状
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

Ｐ
Ｔ

Ａ
や
子
供
会
な
ど
に
よ
る
交

通
安
全
啓
発
を
兼
ね
た
活
動

や
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
登
下
校
時
の
通
学
路
で

実
施
し
て
い
る
。

　
　
沼
津
市
大
岡
で
起
き
た

事
件
で
の
対
応
は
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

沼
津

警
察
署
や
近
隣
市
町
教
育
委

員
会
と
連
絡
を
と
り
情
報
収

集
を
し
た
。
さ
ら
に
校
長
会

と
協
議
し
登
校
時
刻
を
遅
ら

せ
、
同
報
無
線
・
各
学
校
の

緊
急
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
保
護
者
へ
連
絡
し
た
。
ま

た
、
登
下
校
時
に
は
教
員
が

見
守
り
等
を
行
っ
た
。

　
　
緊
急
時
の
見
守
り
隊
へ

の
下
校
時
間
変
更
の
周
知
方

法
は
。

　
  （

教
育
総
務
課
長
） 

各
学

校
で
運
用
し
て
い
る
緊
急
メ

ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
見
守
り
隊

の
方
々
に
も
利
用
で
き
る
か
、

校
長
会
を
通
じ
検
討
し
て
い
く
。

　
　
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

と「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
推
進
は
。

　

  

（
教
育
総
務
課
長
） 「
子

問

山本 文博

問問 問

問問

答

答答答

答答

答

問

出典：静岡県警察ホームページ
地域ぐるみでこどもを守り育てよう

質問者の動画
が見られます

ど
も
見
守
り
隊
」
に
つ
い
て

は
、
活
動
を
で
き
る
限
り
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
と
も
に
推

進
し
て
い
き
た
い
。「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
に
つ
い

て
は
、
対
象
を
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
と
考
え
、
依
頼

先
を
個
人
宅
か
ら
民
間
事
業

者
等
を
対
象
と
す
る
な
ど
新

た
な
視
点
で
再
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
登
下
校
の
防
犯
対
策
は

町
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
地
域
と
の
連
携
を
取
っ
て

い
く
の
か
。

　

  （
教
育
総
務
課
長
） 

各
学

校
の
運
営
協
議
会
が
、
学
校

と
保
護
者
、
地
域
・
行
政
の

連
携
の
中
心
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
町
民
総
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
守
る
体
制
づ
く
り

の
支
援
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
  （

教
育
長
） 

学
校
運
営
協

議
会
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
・
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　
　
第
５
次
清
水
町
総
合
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
に
関
し
て
ど

う
盛
り
込
ん
で
い
く
か
。

　

  （
町
長
） 

保
護
者
や
地
域

住
民
、
地
域
の
各
団
体
・
学

校
・
事
業
者
・
町
が
一
体
と

な
っ
て
活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
築
く
と
と
も
に
、
一

層
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

問答
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答

新幹線通学の学生に定期券補助を

若
者
に
通
学
定
期
券
補
助
制
度
を

類
似
制
度
の
事
例
を
参
考

問
　
　
関
町
長
の
子
育
て
若
者

支
援
の
柱
に
通
学
定
期
券
補

助
制
度
の
新
設
を
掲
げ
て
い

る
が
、
対
象
者
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

清
水

町
で
育
ち
、
暮
ら
す
次
代
を

担
う
首
都
圏
へ
通
学
す
る
若

者
、
ま
た
は
そ
の
家
庭
に
対

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
へ

の
人
口
流
出
を
防
止
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
首
都
圏
だ
け
で
な
く
静

岡
市
等
へ
通
学
し
て
い
る
学

生
も
対
象
と
し
て
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

首
都

圏
へ
の
人
口
流
出
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
た
め
、
静
岡
市
等
へ
の

通
学
者
を
対
象
と
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
先
進
事
例
と
し
て
、
長

泉
町
で
は
、
町
の
未
来
を
担

う
人
材
と
し
て
町
内
に
定
住

し
て
も
ら
う
こ
と
を
後
押
し

す
る
た
め
、
要
件
を
満
た
し

た
者
に
支
援
金
を
交
付
し
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
若
者

の
考
え
を
聞
き
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
施
策

と
な
っ
て
お
り
、
参
考
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

長
泉

町
で
の
制
度
は
承
知
し
て
い

る
。
今
後
、
本
町
の
制
度
設

計
に
当
た
り
長
泉
町
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
等
を

伺
う
と
と
も
に
、
類
似
制
度

の
あ
る
静
岡
市
で
の
事
例
に

つ
い
て
も
参
考
に
し
て
い
く
。

　
　
新
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
・

移
住
者
へ
の
居
住
費
補
助
制

度
の
新
設
を
掲
げ
て
い
る

が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
移

住
・
定
住
施
策
は
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

若
者

夫
婦
等
の
住
宅
取
得
の
支
援

に
よ
り
、
定
住
促
進
と
持
ち

家
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
定
住
促
進
事
業
費
補
助

金
が
あ
る
。
ま
た
、
東
京
圏

か
ら
町
内
に
移
住
し
就
業
、

起
業
し
た
方
に
対
し
上
限
１

０
０
万
円
の
補
助
を
行
う
制

度
も
本
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　
　
現
在
の
施
策
と
新
た
な

居
住
補
助
制
度
と
の
違
い
は
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

居
住

費
補
助
制
度
の
新
設
に
つ
い

て
も
、
町
長
の
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

松下 尚美

問問

こ
の
制
度
と
現
在
の
定
住
促

進
事
業
費
補
助
金
と
は
、
対

象
者
、
補
助
の
対
象
な
ど
に

違
い
が
生
じ
る
も
の
と
考
え

る
。

　
　
移
住
希
望
者
へ
の
Ｐ
Ｒ

方
法
は
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

静
岡

県
等
が
首
都
圏
で
主
催
す
る

移
住
相
談
会
や
各
種
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
町
の
紹
介
や
相

談
に
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
移
住
希
望
者
が
本
町
を

訪
れ
た
際
に
は
学
校
や
病
院
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

公
園
な
ど
町
内
各
所
を
職
員

が
案
内
し
、
物
件
の
相
談
に

は
宅
建
協
会
・
不
動
産
協
会

と
の
協
定
に
基
づ
き
、
紹
介

で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。

新
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
移
住
者
へ
の
居
住
補
助
は

答答

質問者の動画
が見られます

答 問

答 問

問答

問答
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自
転
車
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

矢
羽
根
型
路
面
表
示
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
を
設
置

玉
川
卸
団
地
線
の
整
備
は

答
問

　
　
町
内
の
過
去
３
年
間
に

お
け
る
自
転
車
乗
車
中
の
事

故
発
生
件
数
と
交
通
事
故
全

体
に
占
め
る
割
合
は
。
ま
た

負
傷
者
の
年
代
別
人
数
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

平
成
28
年  

38
件
、
11
％

　
　
29
年  

64
件
、
17
・
６
％

　
　
30
年  

71
件
、
21
・
１
％

　
30
年
に
お
け
る
負
傷
者
の

年
代
別
人
数
は
、
小
学
生
２

人
、
中
学
生
３
人
、
高
校
生

13
人
、
青
壮
年
35
人
、
高
齢

者
17
人
。

　
　
自
転
車
乗
車
中
の
静
岡

県
下
及
び
県
東
部
地
域
に
お

け
る
清
水
町
の
事
故
発
生
件

数
の
順
位
は
。

　
  （

く
ら
し
安
全
課
長
） 

昨

年
は
い
ず
れ
も
ワ
ー
ス
ト
１

位
で
あ
る
。

　
　
組
織
的
に
自
転
車
事
故

を
減
ら
す
た
め
の
対
策
を
早

急
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

沼

津
警
察
署
及
び
交
通
関
連
の

団
体
等
と
さ
ら
な
る
連
携
を

図
り
、
よ
り
効
果
的
な
交
通

教
室
及
び
啓
発
事
業
を
実
施

し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

る
。

　
　
こ
れ
ま
で
自
転
車
の
交

通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
指
導
や
教
育
を
行
っ

て
き
た
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

本

年
７
月
に
シ
ニ
ア
交
通
防
犯

講
習
会
に
お
い
て
車
道
の
左

側
を
走
行
す
る
こ
と
な
ど
指

導
し
た
。

　
　
自
転
車
の
安
全
対
策
と

し
て
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
矢

羽
根
型
路
面
表
示
が
有
効
と

考
え
る
が
。

　

  

（
建
設
課
長
） 

当
面
は
、

暫
定
形
態
と
し
て
車
道
混
在

の
整
備
を
優
先
す
る
考
え
。

こ
れ
は
、
自
転
車
の
通
行
位

置
を
示
し
、
矢
羽
根
型
路
面

表
示
や
自
転
車
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
の
設
置
を
行
う
も
の
。

　
　
安
全
で
快
適
な
自
転
車

の
利
用
環
境
整
備
に
向
け
、

「
清
水
町
自
転
車
活
用
推
進

計
画
」
を
策
定
す
べ
き
と
提

案
す
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

多
様
化
す
る
自

転
車
利
用
に
関
す
る
課
題
に

対
応
し
た
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
等
と
協
議

を
図
り
つ
つ
推
進
し
て
い
く
。

問

佐野 俊光

問問

問問 問

問問

答答答

質問者の動画
が見られます

答

答

答

ルール・マナーを守って自転車事故を
減らそう

　
　
都
市
計
画
道
路
玉
川
・

卸
団
地
線
の
整
備
に
併
せ
た

面
的
整
備
の
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

国
道

１
号
線
と
の
接
続
に
は
、
国

土
交
通
省
及
び
県
公
安
委
員

と
の
事
前
協
議
が
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
順
次
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　
　
新
た
に
地
権
者
有
志
に

よ
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　

  （
都
市
計
画
課
長
） 

公
共

施
設
の
配
置
、
減
歩
率
の
計

算
、
資
金
計
画
等
、
よ
り
具

体
的
な
検
討
を
進
め
、
事
業

計
画
案
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
先
進
地
の

視
察
を
実
施
す
る
。

答答



17 清水町議会だより　2019 年 10 月30日

みんなで乗ろう　循環バス

町
は
ど
の
よ
う
に
収
入
を
増
や
し
て
い
く
の
か

町
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

答
問

　
　
当
町
の
貯
金
に
あ
た
る

財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
25

年
度
末
の
約
17
億
円
の
残
高

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、

30
年
度
末
に
は
約
７
億
６
０

０
０
万
円
の
残
高
と
な
っ
て

い
る
。

　
本
年
度
以
降
も
さ
ら
に
減

少
し
て
い
く
こ
と
が
中
期
財

政
計
画
で
は
推
計
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
の
分
析
と
展
望

は
。

　

  （
企
画
財
政
課
長
） 

財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
適
正
な

範
囲
内
に
あ
り
、
財
政
指
標

に
お
い
て
も
他
市
町
と
比
較

し
て
遜
色
な
く
、
中
期
的
な

観
点
か
ら
も
、
こ
の
状
態
が

続
く
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
の
残
高

が
さ
ら
に
減
少
し
て
い
く
見

込
み
で
あ
り
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
の
財
政
運
営
が
続

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
茨
城
県
境
町
は
、
43
歳
、

２
期
目
の
橋
本
正
裕
町
長
の

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

子
育
て
日
本
一
を
目
指
し
、

英
語
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

子
育
て
支
援
策
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
そ
の
財
源
に
ふ
る

さ
と
納
税
や
国
の
補
助
金
な

ど
を
活
用
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
25
年

度
は
７
件
、
６
万
５
０
０
０

円
だ
っ
た
が
、
30
年
度
は
、

全
国
８
位
で
18
万
７
件
、
60

億
８
３
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　
麗
澤
大
学
、
明
治
大
学
と

協
定
を
締
結
し
、
産
官
学
の

連
携
を
図
り
、
電
通
の
社
員

を
参
与
に
し
て
い
る
。

　
一
般
的
に
自
治
体
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
弱
い
た
め
、

民
間
か
ら
人
材
を
登
用
し
、

的
確
な
政
策
が
打
て
る
よ
う

に
「
境
町
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

推
進
本
部
」
を
設
置
し
て
い

る
。

　
当
町
も
境
町
の
よ
う
に
町

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
重

要
だ
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に

収
入
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

本
町
と
し
て
も

一
層
の
収
入
の
確
保
と
町
の

情
報
発
信
に
向
け
た
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
従
来
の
モ
ノ
に
よ
る

返
礼
品
の
み
な
ら
ず
、
体
験

型
の
返
礼
品
等
に
つ
い
て
も
、

先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

ま
た
、
私
自
ら
が
職
員
の
先

頭
に
立
ち
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
行
い
、
各
種
歳
入
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
未
来
へ

続
く
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

問答

松浦 俊介
問

答

問

答 質問者の動画
が見られます

循
環
バ
ス
に
回
数
券
・
定
期
券
を

　
　

愛
知
県
大
口
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
、
回

数
券
11
枚
綴
り
１
０
０
０
円
、

１
日
乗
車
券
11
枚
綴
り
２
０

０
０
円
を
バ
ス
車
内
と
町
内

施
設
６
カ
所
で
販
売
し
て
い

る
。

　
回
数
券
利
用
は
全
体
の
36

パ
ー
セ
ン
ト
程
で
、
１
日
乗

車
券
利
用
は
３
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
程
で
あ
る
。

　
県
内
で
は
、
富
士
市
や
島

田
市
で
回
数
券
を
導
入
し
て　

い
る
。

　
当
町
で
も
回
数
券
や
定
期

券
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

回

数
券
、
定
期
券
の
有
用
性
等

を
踏
ま
え
、
循
環
バ
ス
を
運

営
す
る
事
業
者
と
バ
ス
利
用

者
の
利
便
性
を
考
慮
し
な
が

ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。
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平
成
30
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

平
成
30
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

平
成
30
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

平
成
30
年
度
政
務
活
動
費
を
公
開
し
ま
す

平成30年度 政務活動費決算一覧表

平成30年度 会派別調査・研修会一覧

単位：円

（平成30年4月1日～平成31年3月31日まで）

森 野 善 広
吉 川 清 里
原 喜 久 雄
松 浦 俊 介
佐 野 俊 光
渡 邉 和 豊
岩 﨑 髙 雄
秋 山 治 美
大 濱 博 史
木 村 寛 夫
石 垣 雅 雄
花 堂 晴 美

桐 原 直 紀

中 野 　 尚

300,000

450,000

600,000

450,000

150,000

150,000

75,101

335,389

384,750

298,655

168,987

90,240

0

263,484

351,316

144,138

28,587

0

43,764

71,905

33,434

119,517

0

10,604

31,337

0

0

35,000

140,400

79,636

0

0

0

0

0

0

224,899

114,611

215,250

151,345

0

59,760

日本共産
党議員団

全国地方議会サミット2018

熊本地震に関する復興支援
熊本地震に関して事業関連の復興支援
企業誘致
和気町公営塾

早稲田大学絆の会

湧創フォーラム
新生会

7月12日 1人

子どもに科学を　自治体との教育協定
神奈川県相模原市
ＪＡＸＡ

働き方改革関連法案
小中一貫教育と取り組み  

東京都千代田区
茨城県つくば市

絆の会10月11日 ３人

４人

７人
10月10日
     ～12日

絆の会
湧水かわせみの会

10月22日
     ～23日 

熊本県益城町
熊本県嘉島町

岡山県和気町

新生会

会派名

期　日 会派名 参加者
（人）

調査・研修先 調査・研修内容

会派
構成

会派への
交付額
（Ａ）

会派での
支出額
（Ｂ）

町への
返還額

（Ａ－Ｂ）

内　　   訳

調査研究・
研修費

資料作成・
購入費 広報費 事務所費

絆の会

湧水かわ
せみの会

湧勇会

湧創フォ
ーラム

　

政
務
活
動
費
と
は
、
議
員

の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動

に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
議
会
に
お

け
る
会
派
（
所
属
議
員
が
1

人
の
場
合
を
含
む
）
に
1
人

あ
た
り
年
額
15
万
円
が
交
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

各
会
派
は
、
収
支
報
告
書

に
領
収
書
を
添
付
し
議
長
に

提
出
し
て
い
ま
す
。
年
度
に

お
い
て
残
余
額
が
あ
る
場
合

は
、
町
に
返
還
し
て
い
ま
す
。
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群馬県千代田町議会広報編集委員会が清水町に

図書館・保健センター複合施設整備事業の
現地視察を実施

研修終了後、当町の
議場も見学していた
だきました

ガラス張りで解放感溢れ
る図書館内部の進行状
況を聞く各議員

 共に学び
　  共に活かす！

町の仕事を
　しっかりチェック！

予定時間をオーバー
し活発な意見交換
が行われました

屋上庭園では、町
民からの意見を元に
様々な設備が設置さ
れる予定

　令和元年 7月 24 日に群馬県千代田町議会の議会広報編集
委員会の 7人の委員の皆様が先進地視察の一環として当町議
会の広報広聴委員会の委員会活動の視察に来庁されました。

　群馬県千代田町は埼玉県の県境に位置する人口約 1万２千
人の町です。

　清水町での議会だよりの作り方を説明後、質疑応答に移り
ました。広聴に対する考え方や委員会構成のあり方、編集方
法など多岐に渡って千代田町、清水町の両方の委員間で忌憚
のない意見を交わし予定時間をオーバーするほどの活発な意
見交換ができました。

　今回は当町議会への視察ではありますが、共に学び、そし
てこれからの清水町の議会だより作りにも活かせるようにし
てまいります。

　現在、町では図書館と保健センターを合築した複合施
設を堂庭地区に建設しています。
　令和元年９月 19 日に現在の建設状況の把握のために現
地視察が実施されました。

　現在の進捗は６割程度で順調に進んでいます。完成予
定は令和２年１月 10 日ごろを予定しており、図書館の運
用開始は７月中を目途に進められています。

　小さなお子様から高齢者まで多くの町民の皆様の憩い
の場となるよう町民の皆様へのアンケートを元に幼児遊
具や足つぼを刺激する健康器具や背伸ばしベンチなどを
屋上庭園に設置する計画も進められています。

　今後も引き続き多くの町民の皆様の憩いの場となる施
設となるように議会としても町の仕事をしっかりチェッ
クしてまいります。
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台
風
19
号
は
、
各
地
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
に

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
内
で
も
狩
野
川
、
黄
瀬

川
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
、

２
０
０
０
人
近
い
町
民
が
避

難
所
に
避
難
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
不
安

な
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

函
南
町
・
小
山
町
で
は
断
水

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
大
き
な
被
害
が
無

か
っ
た
こ
と
を
「
幸
い
」
と

せ
ず
、
今
回
で
得
た
教
訓
を

わ
が
町
の
防
災
に
生
か
す
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
（
吉
川
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　

議　

長　

渡
邉　

和
豊

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

桐
原　

直
紀

副
委
員
長　

吉
川　

清
里

委　

員　

松
浦　

俊
介

山
本　

文
博

松
下　

尚
美

飯
田　

安
雄

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
７
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
製
作
費
は
約

27
円
で
す
。

編
集
後
記

議会を傍聴
してみませんか

お知らせ

表紙の写真　「　　　　　　　　　　　　          」シリーズ第１回目は  
現在、加藤学園高校３年生の　宮下 りの さんです。  

　清水中学時代は全国中学校駅伝大会において県大会優勝そして全国出場を
２年連続で決めた立役者。しずおか市町対抗駅伝においても清水町の主力メ
ンバーとして活躍。今年の高校総体（インターハイ）の 1500 ｍにおいて県・
東海大会ともに優勝し全国大会に出場しました。

―
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
・
東
海

大
会
優
勝
そ
し
て
全
国
大
会

出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
率
直
な
感
想
は
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
勝
は
嬉
し
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
自

分
で
も
信
じ
ら
れ
な
く
て
本

当
か
な
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
全
国
大
会
は
直
前
の

ケ
ガ
で
良
い
結
果
は
残
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

―
長
距
離
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

　

中
学
の
時
に
先
輩
か
ら
誘

わ
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
そ

れ
ま
で
走
る
の
は
そ
ん
な
に

得
意
な
方
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
練
習
を
し
た
分
だ

け
結
果
が
上
が
っ
て
く
る
の

が
嬉
し
く
て
、
そ
れ
か
ら
陸

上
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。

―
今
ま
で
で
一
番
嬉
し
か
っ

た
レ
ー
ス
は
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
海
大
会

で
の
優
勝
で
す
。
東
海
大
会

で
の
優
勝
は
世
界
が
変
わ
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。
優
勝
が

嬉
し
い
と
い
う
よ
り
、
家
族

や
友
人
を
含
め
て
応
援
し
て

く
れ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
て

い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。
応

援
が
自
分
の
原
動
力
に
な
り

ま
す
。

―
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

町
の
こ
と
は
気
に
な
る
の

で
、
結
構
読
み
ま
す
。

―
清
水
町
で
の
一
番
の
思
い

出
は
。

　

小
さ
い
頃
柿
田
川
公
園
で

遊
ん
だ
こ
と
で
す
。
小
学
校

の
昼
休
み
に
は
毎
日
、
教
材

園
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
柿

田
川
が
自
分
の
基
準
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
試
合
で
他
の

市
町
の
川
を
見
た
時
に
柿
田

川
の
凄
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

―
清
水
町
が
ど
ん
な
町
に

な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
文

化
的
な
こ
と
、
例
え
ば
近
所

な
の
で
す
が
小
さ
い
こ
ろ
遊

ん
だ
こ
と
の
あ
る
藤
井
君
が

囲
碁
の
プ
ロ
に
な
っ
た
と
聞

い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た

ち
が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
環

境
を
整
え
て
欲
し
い
で
す
。

―
清
水
町
で
の
憧
れ
の
先
輩

は
。

　

や
は
り
佐
藤
悠
基
さ
ん
で

す
。
中
学
の
時
、
駅
伝
で
全

国
大
会
に
出
場
し
た
メ
ン

バ
ー
全
員
に
ス
パ
イ
ク
を
い

た
だ
い
た
の
は
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
感
動
し
ま
し
た
。
清

水
町
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

―
今
後
の
夢
は
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は

目
の
前
の
事
を
ひ
と
つ
ず
つ

ク
リ
ア
し
て
い
っ
た
先
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
嬉
し

い
で
す
。
卒
業
後
は
実
業
団

に
進
む
事
が
決
ま
っ
た
の
で

頑
張
り
た
い
で
す
。

―
後
輩
に
ひ
と
言
。

　

陸
上
を
通
し
て
思
っ
た
事

で
す
が
、
自
分
が
無
理
だ
と

思
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

欲
し
い
で
す
。
苦
し
く
て
も

続
け
る
こ
と
が
結
果
に
も
繋

が
っ
て
く
る
と
信
じ
て
欲
し

い
で
す
。

　
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー　

桐

原
・
吉
川
）

　議会は公開が原則ですので、ど
なたも自由に傍聴ができます。
　本会議の当日、役場５階の受付
係に申し出ていただき、傍聴券の
交付を受けてください。
　皆さんの傍聴をお待ちしていま
す
　次の定例会は  

  11 月 29 日 午前９時
　開会予定です。

清水町議会だより　2019 年 10 月30日


